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Ⅰ．緒　言

　アメリカンフットボールは攻守によって別々のグ
ループが競技し，さらにいくつかのスペシャルチー
ムも存在して，多くのプレーヤーでひとつのチーム
を構成するスポーツである．また，コンタクトスポー
ツであるその競技特性上，スポーツ外傷の発生する頻
度は非常に高いスポーツであり，2000年に National 
Athletic Trainer’s Association （NATA：全米アスレチッ
クトレーナー協会）が作成したスポーツ外傷発生危険

度を 4段階評価した Recommendation and Guidelines 
for Appropriate Medical Coverage of Intercollegiate 
Athleticsでは，最も危険度の高いスポーツである
grade 4に分類されている．
　そのため，試合の続くシーズン中には外傷のために
試合に参加できないプレーヤーが続出することもあ
り，試合に参加できる健常なプレーヤー数がチームの
勝敗を握っているといっても過言ではない．すなわち，
外傷による人的損失によるチームへのマイナス影響を
最小限にすることが大事な戦略のひとつであり，アス
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レチックトレーナーやチームドクターなどのメディカ
ルサポーターは，チームにおける外傷の発生状況を常
に把握していることが求められる．また，アメリカン
フットボールにおける外傷の特性を理解しておくこと
も重要な課題である．今回われわれは，メディカルサ
ポートを行っている同志社大学体育会アメリカンフッ
トボール部で 2007年の 1年間に発生した外傷につい
て分析を行い，その傾向と対策について検討を加えた．

Ⅱ．対象および方法

1．対　象
　対象は，同志社大学体育会アメリカンフットボー
ル部（関西学生アメリカンフットボール：Division.1）
に 2007年に在籍した 96選手（1年生 29人，2年生
21人，3年生 28人，4年生 18人）である．専属トレー
ナーとしてNATA公認アスレチックトレーナー（ATC）
が常駐しており，すべての選手の健康状態と外傷の管
理を行っている．
2．方　法
1）調査期間
　春期練習開始日（1月上旬）から，春期シーズン（5
月・6月，全 6試合），秋期シーズン（9月～ 12月上旬，
全 7試合）終了までとし，その間に発生した外傷をす
べて記録した．
2）外傷の診断
　外傷の定義は，練習中ないし試合中に発生し，練習・
試合を 1回以上休んだものとした．全ての外傷は，チー
ムドクター（整形外科専門医・日本体育協会公認スポー
ツドクター）の診察によって診断を受け，必要な場合
には ATCによるアスレチックリハビリテーションを
行った．
3）現場復帰
　現場復帰の決定には ATCによる復帰テストをパス
することを課した．
4）評価項目
　 1）外傷発生件数（通年）：外傷の発生件数を人数で
除した 1人当たりの外傷を発生件数と 1日当たり
の外傷発生件数をそれぞれ算出し，発生状況（練習
中・試合中の別）を検討した．
　 2）外傷発生件数（月別）：外傷発生数を月別に集計
した．
　 3）外傷発生件数（部位別）：外傷の発生部位別に分
類して評価した．部位は，手指・手首，前腕・肘，
上腕・肩，頭部・頚部，胸部・腹部，腰，大腿・臀
部，膝，下腿，足・足関節，その他の 11部位とした．
　 4）外傷発生件数（学年およびポジション別）：学年
は１～４学年に，ポジションはWide Receiver（WR），

Line Backer（LB），Offence Line（OL），Defense 
Back（DB），Running Back（RB），Defense Line（DL），
Tight End（TE），Quarter Back（QB）に分けて評
価した．
　 5）復帰日数（学年別・ポジション別・部位別）：復
帰日数（外傷発生日から復帰テスト合格日までの日
数）を，学年別・ポジション別・部位別に評価した
　 6）重傷度：重傷度は復帰日数を基準に決定し，1 – 

6日，7 – 13日，14 – 29日，30 – 179日，180日以
上に分類して評価した．

5）統計処理
　統計解析には SPSS11.0Jを用いた．平均値の比較に
は，3群間以上の場合は分散分析法（その後 LSD法
で検定），2群間の場合は独立サンプルの t-test，関連
性の検討には Pearsonの相関係数，ノンパラメトリッ
ク検定にはカイ二乗検定を用い，p<0.05以下を有意
とした．

Ⅲ．結　果

1．外傷発生件数
　2007年度のシーズン中に発生した外傷は全部で，
212件であり部員 1名あたりの発生件数は 2.21件／
人数（1年間）であった（表 1）．このうち練習中に発
生した外傷は，189件，試合中に発生した外傷は 23
件であり，練習中の 1日当たりの外傷件数は 0.9件／
日，試合中は 1.64件／日であった（表 2）．

年度 件数 部員数 部員 1人当たりの発生件数
2007 212 96 2.21

表1　2007年度部員1人当たりの外傷発生件数

件数 /日数 1日当たりの件数
練習 189/211 0.90
試合 23/14 1.64

表2　練習・試合別の外傷発生件数

2．月別外傷発生件数
　月別発生件数でみると 8月が 40件と最も多く，続
いて 11月 33件，9月，10月がともに 30件，5月 25件，
6月 16件，3月 13件，4月 10件，12月 5件，2月 4
件，1月，7月ともに 3件と続いた（図 1）．
3．部位別外傷発生件数
　部位別発生件数は，足・足関節が最も多く 35件
（16.5％），続いて上腕・肩，大腿が 30件（それぞれ
14.2％），膝，下腿 29件（それぞれ 13.7％），手指・
手首 21件（9.9％），腕・肘，胸部・腹部 11件（それ
ぞれ 5.2％），腰 8件（3.8％），その他 5件（2.4％），
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最後に頭部・頚部 3件（1.4％）であった．更に頭頚部（頭
部・頸部），上肢（手指・手首，腕・肘，上腕・肩），
体幹（胸部・腹部，腰），下肢（大腿，膝，下腿，足・
足関節），その他で分類した．その際，一番多かった
のが下肢 58％，続いて上肢 29％，体幹 9％，頭頸部 2％，
その他 2％　となった（図 2）．

図1　月別外傷件数

図2　部位別外傷件数

4． 外傷発生件数と一人当たりの外傷発生件数：学年
別・ポジション別

　学年別の外傷発生件数は 3年生が 66件と一番多く，
次に 2年生 53件，1年生 48件，4年生 45件と続いた．
一人当たりの外傷発生件数は2年生2.79件，3年生2.64
件，4年生 2.81件，1年生 1.78件の順であった（図
3）．ポジション別では，Wide Receiver（WR）50件，
Line Backer（LB）41 件，Offence Line（OL）34 件，
Defense Back（DB）31件，Running Back（RB）27件，
Defense Line（DL）22 件，Tight End（TE）6 件，
Quarter Back（QB）1件の順であった．一人当たり
の外傷発生件数は，LB3.15件，WR2.94件，OL2.43
件，TE2.00 件，DL1.83 件，DB1.72 件，RB1.69 件，
QB1.00件の順であった（図 4）．

図3　学年別一人当たりの外傷件数

図4　 ポジション別外傷発生件数

5．復帰日数：学年別・ポジション別・部位別
　平均復帰日数は，学年別では 1年生 26.9日，3年
生 26.9日，2年生 17.9日，4年生 15.3日となり，学
年間に有意差はなかった．またポジション別の平均
復帰日数は，OLが 24.7日で，続いて DL24.3日，

表3　部位別平均復帰日数
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DB24.3 日，LB17.9 日，WR17.5 日，RB17.1 日， 一
番短かったのが TEで 7.5日であった．ポジション別
の平均復帰日数に有意差はなかった．
　部位別の平均復帰日数は，一番長かったのが膝で
53.3日，続いて上腕・肩 36.5日，大腿 14.2日，足・
足関節 12.4日，下腿 12.2日，腕・肘 10.2日，手指・
手首 9.4日，腰 9.3日，胸部・腹部 7.1日，頭部 4.0日，
その他 3.8日と続いた．多重比較の結果，膝の平均復
帰日数は，手首／手指，腕／肘，胸部／腹部，腰，大
腿／臀部，下腿，足／足関節，その他より有意に長かっ
た（p<0.05）．また上腕／肩の平均復帰日数も手首／
手指，下腿，足／足関節の平均復帰日数より有意に長
期間を要した（p<0.05）．（表 3）
6．重症度別外傷発生件数
　本研究では，外傷から復帰するまでの日数を重症度
の目安とした．2007年度の外傷件数を復帰日数で分
類すると，1 – 6日 104件が一番多く，続いて 7 – 13
日 41件，14 – 29日 33件，30 – 179日 26件，180日
以上 7件，不明 1件であった（図 5）．

図5　重症度別外傷件数

Ⅳ．考　察

　2000 年に発表された NATA の Recommendation 
and Guidelines for Appropriate Medical Coverage of 
Intercollegiate Athletics で は，Injury Rate Equivalent
（IRE：1,000プレーあたり１回程度の練習もしくは試
合に参加できない程度の外傷が起こりうる確率）と
Catastrophic Index（CI：1,000,000回プレーあたりに
深刻で時として死にいたるような外傷が起こりうる確
率）を用いてスポーツ種目別の外傷発生危険度を 4段
階（4：最も外傷が起こりやすいスポーツ～ 1：最も
外傷が起こりにくいスポーツ）に分類している．その
なかで IREと CIを合わせて 6.0以上のスポーツは危
険度が高いとし，その筆頭にアメリカンフットボール
が挙げられている．このようにアメリカンフットボー
ルは，外傷を生じることが前提となっているような激
しいコンタクトスポーツであり，発生する外傷をいか
に減らすか，発生した外傷を的確に診断して治療する

ことによっていかに早期に戦列に復帰させることがで
きるかが，シーズンを通しての成績を大きく左右する
ため，メディカルサポートに対する要求は非常に高い
スポーツと言える．
　われわれのサポートしている同志社大学体育会アメ
リカンフットボール部は，関西学生アメリカンフット
ボールリーグではトップグループである Division 1 に
属しており，西日本エリアでは高いレベルのパフォー
マンスを有するチームのひとつであり，その外傷デー
タは，アメリカンフットボールにおける外傷の標準的
なものであると判断してよいものと考える．
　2007年度シーズン中の全外傷発生件数は，212件
であり，1名あたりの発生件数は 2.21件／人・年と
1人の選手が 1年に 2回以上 1日以上の競技中断を要
する外傷を受ける割合となった．この結果は 2002年
に黒田ら（2002）が同様の評価基準で外傷を評価し
た東海地区 1部リーグの大学チームの 1.66件／人・
年よりも多いものであった．この差の原因は今回の調
査からは明らかにできないが，試合レベルや練習強度
の違い等の要素の介在の可能性とともに，チームドク
ターによる競技中断決定の判定基準の相違の影響も考
えられる．
　また，1日当たりの発生件数を練習と試合に分けて
発生状況を評価すると，練習中は 0.9件／日，試合中
は 1.64件／日であり，試合における 1日当たりの発
生件数が明らかに多く，この点は黒田ら（2002）の
報告と一致する．外傷の約 70％が身体接触の際に発
生しているとの Ramirez et al（2006）の報告からも，
練習中は試合形式の練習（スクリメージ）以外は本格
的な身体接触が限られる一方で，試合中は常に激しい
身体接触を繰り返すことため，試合中の身体接触の回
数の多さが発生件数の高さにつながっているものと考
える．
　学年別の外傷件数，一人当たりの発生件数は共に 3
年生が最も高かった．Turbeville et al（2003）が 646
校のアメリカの高校生アメリカンフットボールの外傷
を調査した結果から，試合出場の機会が多い選手は結
果的に競技時間が長くなり，受傷する機会が増加した
と述べており，当該チームでは 2007年度の 3年生が
チームの中核をなし，シーズンを通して試合に出る頻
度が高かったことが要因と考えられる．黒田ら（2002）
の報告でも 3年生の外傷件数が最も多く，一般的に 4
年生までの学生で構成される大学スポーツでは 3，4
年生が中心となったチーム編成になることが多いた
め，3，4年生の外傷へのケアがサポートの重要なポ
イントのひとつとなるものと考える．
　ポジション別の外傷件数は，一人当たりの発生件数
でみると LB3.15件，WR2.94件，OL2.43件などのポ
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ジションが高い傾向を示した．特に最も高値だった
LBは他の調査結果（安部ら，1998）（本杉ら，2000）
（藤谷ら，2002/2005)（Ramirez et al，2006）（Shankar 
et al，2007）においても受傷率が高い傾向にあり，こ
れは LBポジションの特性から，タックルする機会の
多さやスクリメージラインを突破し加速してきた選手
との接触機会の多さなどが原因と考える．
　Ramirez et al（2006）は，DB，WRなどのいわゆ
る Running Back Fielder はラインマンと比較して高い
確率で受傷すると報告している．特に今回発生件数上
位であったWRは，パスプレーの際 QBから投げら
れたボールを見ながら，空いているスペースを見つけ
て走るという非常に難しいポジションの 1つである．
また走行中も相手の守備陣と競り合い，ボールキャッ
チ後もタックルを受けるという危険度の高いポジショ
ンであることが受傷率の高さにつながっていると考え
る．
　OLは DLと同様にラインマンであり，互いに守備，
攻撃の最前線にいるポジションである．ただ OLは
ボールを持っている QBにめがけて突進してくる相手
選手をブロックする役目であることが，その受傷率の
高さと関連していると考える．5000人以上の高校ア
メリカンフットボールプレーヤーの外傷を調査した
Ramirez et al（2006）の報告でも，OLは DLと比較
して受傷率が高いことが報告されている．
　部位別の外傷件数において最も件数が多かった部位
は，足・足関節で全体の 16.5％（35件）を占め，次
いで上腕・肩および大腿がともに 14.2％（30件），膝
および下腿がともに 13.7％（29件）であり，下肢
の外傷が全体の 58％を占めた，他の調査報告（本杉
ら，2000）（安部ら，1998）（黒田ら，2002）（藤谷ら，
2002/2005）（Ramirez et al，2006）（Shankar et al，
2007）の結果と一致する．これらは，短時間の瞬発
運動とインターバルを繰り返すアメリカンフットボー
ルの競技特性に起因していると考えられる．加速走行
やタックル，ブロックなど主に下半身の力を利用した
運動動作は下肢の主要関節に高い負担がかかり，少し
のバランスの乱れや地面の力を伝達する足，下腿，大
腿などの連携が正常に機能しない場合には，捻挫など
の外傷が発生しやすい．特に足関節は身体のバランス
を取るのに非常に重要な役割を果たしており，重心が
支持基盤から外れる機会が多いほど足関節捻挫のリス
クが高まるため，このことが足・足関節の受傷件数の
多さの大きな要因と考える．
　平均復帰日数は，学年間，ポジション間において有
意差はなかったが，部位別の平均復帰日数では，膝，肩・
上腕の外傷からの平均復帰日数は他の外傷と比較し
て，有意に長かった．膝関節では，全 29件中 19件

が前十字靭帯などの重要な関節構成体である靭帯に関
連する外傷であった．特に前十字靭帯の場合，再建術
から復帰までは一般的に 6ヵ月以上を要することが，
復帰日数の長期化と関連している．また上腕・肩の
外傷全 30件には，肩の脱臼，亜脱臼が 10件，骨折 3
件が含まれており，これらが復帰日数長期化の原因で
あった．膝関節・肩関節の外傷に対する選手の認識の
向上や外傷予防のエクササイズによる発生防止への取
り組みと，不幸にして外傷が発生した場合にも術後の
医療機関と連携したアスレチックリハビリテーション
への取り組みなどによる早期現場復帰が重要になって
くるものと考える．
　月別外傷発生件数は，シーズン直前の 8月が最も多
く 40件であった．当該アメリカンフットボール部は
6月末まで 6日間練習 1日休みのペースで練習を続け
た後，7月中は前期試験期間となるため一時的に選手
の個別練習が中心とならざるを得なくなる．この時期
にコンディショニング不足による筋力低下に陥りやす
い．試験期間が終了した 8月初旬から本格的な練習
モードに入り，中旬には終日練習をこなす 5日間程
度の夏季合宿を行うスケジュールとなっていることが
原因と考えられる．本邦では夏合宿シーズンに外傷が
多いことは他大学でも共通するようであり，関東大学
1部リーグのチームに対する調査（藤谷ら，2002）で
も同様の報告であった．また，8月に次いでシーズン
後半の 11月に 33件，前半から中盤の 9月，10月と
もに 30件とシーズン周辺に外傷発生が多かった．学
生アメリカンフットボールのシーズンはリーグ戦であ
り，順位が確定するのがシーズンの後半であるため，
後半の試合になるほど勝敗の重要度が増す場合が多
い．また，シーズン中は 2週間おきに試合があり，練
習もほぼ毎日繰り返されるので，徐々に疲労が増大し
ていく．疲労が蓄積すると体力および筋力は低下して
いくが，これと反比例するように練習内容は激しさを
増していく場合が多い．今回の調査結果において中盤
から後半にかけて，外傷件数が多かったのは，このよ
うな理由が関連していることが考えられ，この時期の
練習強度と選手のコンディショニングのバランスをい
かにとるかが，メディカルサポートを行うチームドク
ターとアスレチックトレーナーの重要な役割であると
考える．
　重症度別の外傷件数で最も多かったものは，1 – 6
日の軽度な外傷の 104件で，次いで 7 – 13日の 41件，
14 – 29日の 33件であった．2007年度に発生した外
傷の半分近くは 1週間以内に復帰できる軽度なもので
あり，この結果は Shankar et al.（2007）の報告とも
一致していた．
　今回の調査を通して，アメリカンフットボールは練
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習中においても 1日当たりほぼ 1つの外傷が発生す
る非常に危険度の高いスポーツであることが再認識で
きた．コンタクトの回数が多い選手ほど外傷件数が多
くなる傾向があり，特に膝や肩を受傷すると復帰まで
時間がかかることが判明した．また，外傷発生は，練
習量が急激に増える 8月の夏合宿時期とコンタクトの
回数が多くなるシーズン直前，中，後半においてその
発生件数が増加した．アメリカンフットボールの本場
であるアメリカでは，練習内容などを厳しく制限して
いるため，シーズン中のコンタクト練習はほぼしない
のが慣例になっている．これらの結果を踏まえて本邦
においてもアメリカのような練習内容まで踏み込んだ
規制が必要であると考える．また，チームにおいても，
メディカルサポーターと監督コーチ陣が常に密に連絡
を取り，総合的な対策を立てて選手をサポートする態
勢を確立することが外傷発生の頻度を減らす重要な手
段であり，結果的にそれがチームの戦力の向上につな
がるものと考える．
　

Ⅴ．結　語

1．われわれがメディカルサポートしている同志社大
学アメリカンフットボールチームの 2007年度におけ
る外傷発生状況を詳細に調査した．
2．外傷発生が多発する時期，ポジション，学年など
を把握して，コーチングスタッフとともにサポート体
制を改善強化することがチームの戦力向上に寄与する
ものと考えた．
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